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日本東洋医学会学術総会のサテライトシンポジウムである『東洋医学シンポジウム』は

今回で21回目となります。本シンポジウムの第1回目は、並木正義先生（前 旭川医科

大学 第三内科 教授）が座長を務められ、私はシンポジストの一人として登壇させていた

だきました。第2回からは私がコーディネーターとして、さらに第11回からは後山尚久先

生（大阪医科大学健康科学クリニック寄附講座 未病科学・健康生成医学 教授）にコーディ

ネーターをお務めいただき、『こんな時には漢方を－各科別漢方の生かし方－』をメイン

テーマに、各診療科から漢方のスペシャリストをお招きして、日常のありふれた症例

から、治療に難渋された症例まで、幅広くご紹介いただきました。

昨年の第20回から私が再登板させていただき、テーマは「こんな時には漢方を」のまま

とし、副題を「私自身が感動した症例」と改めました。今回も、各診療科領域の精鋭 

5人の先生から、治療者である医師自らが感動した症例をご紹介いただきます。

日常診療で多く遭遇するプライマリーな疾患や病態だけでなく、専門性の高い医療

が求められる疾患や病態まで、証に随い適切な治療を行うことで驚くべき効果が得ら

れる症例を多く経験します。これから漢方治療をより深めたいとお考えの先生方だけ

でなく、漢方をご専門とされるベテランの先生方にも漢方の素晴らしさを再発見して 

いただけるものと思います。
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